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Thesaurus Un
iversitatis

旧
約
聖
書
﹁
詩
編
﹂
１
１
９
編
～
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
詩
編
～
よ
り

華
麗
な
飾
り
文
字
や
植
物
文
様
が
描
か
れ
て
い
る
巻
頭



だいがくのたから

ラ
テ
ン
語
聖
書B

iblia Latina

│
１
４
７
８
年　

ア
ン
ト
ン･

コ
ー
ベ
ル
ガ
ー
印
行

　

名
古
屋
学
院
大
学
は
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
大
学
ゆ
え
、
神
の
言
葉
と
し
て
の
「
聖
書
」
を
教
育
の
基
礎

に
据
え
て
い
る
。
そ
の
精
神
を
具
現
す
る
も
の
と
し
て
、
本
学
の
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
入
口
に
は
、

ド
イ
ツ
の
印
刷
業
者
ア
ン
ト
ン･

コ
ー
ベ
ル
ガ
ー
の
「
ラ
テ
ン
語
聖
書
」
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

印
刷
技
術
の
発
明
者
と
し
て
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
コ
ー
ベ
ル
ガ
ー
も
同
時
代

に
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
印
刷
所
を
開
設
し
た
ひ
と
り
で
あ
り
、
そ
の
印
刷
技
術
は
高
く
評
価
さ
れ
、
２
０

０
版
以
上
の
書
籍
を
出
版
し
て
い
る
。
本
書
は
１
４
７
８
年
11
月
10
日
に
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
初

版
は
１
４
７
５
年
）。
各
ペ
ー
ジ
は
51
〜
53
行
２
段
組
み
で
あ
り
、
巻
頭
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
は
赤･

青･

緑･
灰
色･

金
色
で
手
彩
色
さ
れ
た
華
麗
な
飾
り
文
字
や
植
物
文
様
が
描
か
れ
て
い
る
。「
本
書
が
元
来
、
バ
イ

エ
ル
ン
の
フ
ラ
ウ
エ
ン
ツ
ェ
ル
に
あ
る
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
修
道
会
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
最
初
の
ペ
ー

ジ
に
記
さ
れ
て
い
る
書
き
込
み
か
ら
分
か
る
」（
雪
嶋
宏
一　

早
稲
田
大
学
教
育･

総
合
科
学
学
術
院
教

授
）。
し
か
し
、
19
世
紀
初
頭
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
政
権
下
に
お
け
る
教
会･

修
道
院
の
世
俗
化
の
影
響
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
財
産
や
多
く
の
書
物
と
共
に
本
書
も
流
出
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
流
れ
を
汲
む
本
学
が
、
な
ぜ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
聖
典
で
あ
る
ラ
テ
ン
語
聖
書
を

「
た
か
ら
」
と
し
て
大
切
に
す
る
の
か
。
そ
れ
は
、
本
書
が
宗
教
改
革
以
降
の
「
分
裂
の
５
０
０
年
」
か

ら
「
和
解
と
共
存
の
５
０
０
年
」
に
移
行
す
る
、
い
ま
の
世
界
の
象
徴
と
な
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

古
色
を
帯
び
た
聖
書
を
通
し
て
、
多
く
の
学
生
に
、
歴
史
を
顧
み
、
平
和
の
尊
さ
を
ぜ
ひ
学
ん
で
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
る
。

時
移
り
人
変
わ
る
。
だ
が
、
平
和
を
こ
の
世
に
賜
る
神
の
言
葉
は
永
遠
に
変
わ
る
こ
と
が
な
い
（“V

erbum
 

autem
 D
om
ini m

anet in aeternum
.” 

新
約
聖
書
「
ペ
ト
ロ
の
手
紙
１
」
１
章
25
節
）。

名古屋学院大学



年
頭
所
感 

「
私
立
大
学
の
独
立
性
と
多
様
性
を
保
証
す
る
」
た
め
に�

鎌
田　
薫

10
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だ
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が
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か
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古
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学
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学

表
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学
点
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大
東
文
化
大
学

巻
頭
言 

「
学
生
が
つ
く
る
大
学
」
を
目
指
し
て�

門
脇
廣
文

人
口
減
少
（
少
子
化
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と
大
学
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将
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シ
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学
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減
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保
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域
職
能
資
格
「
地
域
公
共
政
策
士
」�

―
京
都
発
、
地
域
で
の
マ
ル
チ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
担
う
人
材
育
成
制
度

―�

内
藤
多
恵

44

診
療
所
を
中
核
と
し
た
地
域
医
療
経
営
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム�

山
本
昭
二

52

技
術
経
営
を
学
ぶ
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
Ｍ
Ｏ
Ｔ�

～
働
き
な
が
ら
Ｍ
Ｏ
Ｔ
（
技
術
経
営
）
を
学
び
キ
ャ
リ
ア
に
生
か
す
～�

古
俣
升
雄

56

多
文
化・

多
言
語
環
境
を
生
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し
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企
業
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム�

―G
lobal C

om
petency Enhancem

ent P
rogram
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Ｃ
Ｅ
Ｐ
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横
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研
治
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ず
い
そ
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「
智
慧
と
慈
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目
指
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岡
本
宣
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68
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管
理 

70
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ャ
ン
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Ｇ
Ｅ
Ｓ
を
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た
緑
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管
理�

山
本
功
一

76
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教
育
農
場
と
ガ
ー
デ
ン
は
教
育
実
践
の
舞
台
―
命
を
育
み
、
人
を
育
て
る
園
芸
教
育

―�

澤
登
早
苗

82

大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
緑
地
計
画
と
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

―
立
命
館
大
学
の
三
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
事
例
と
し
て

―�

武
田
史
朗

88

私
立
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７

―
「『
働
き
方
改
革
』
の
意
義
を
考
え
る
」
総
括
（
大
阪
会
場
）�

髙
作
正
博

96

私
の
授
業
実
践
─
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら

基
礎
教
育
の
可
能
性
の
模
索�

和
田
ち
は
る

100

明
日
へ
の
試
み

広
島
修
道
大
学
健
康
科
学
部

地
域
の
人
々
の
健
康
を
支
援
す
る�

増
田
尚
史

102

わ
が
大
学
史
の
一
場
面
─
日
本
の
近
代
化
と
大
学
の
歴
史

「
自
由
自
治
」
の
大
学
の
誕
生
と
軌
跡・

京
都
精
華
大
学�

石
田　
涼

108
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盟
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福
度
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ン
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《
企
業
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連
携・

協
定
編
》
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会
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携
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定・

中
京
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ざ
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学
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学
と
湘
南
信
用
金
庫
の
事
例
か
ら
～・

関
東
学
院
大
学�
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携
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携・
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介
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／
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〈
カ
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〉
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谷
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　全学部から推薦のあった１年生を対象として、「学
生リーダー育成プログラム」を2016年から実施。学
内外の各種活動を牽引するリーダーを、学生の中か
ら育てる試みを開始しました。研修では、課題解決
型のプロジェクトに取り組むことにより、チームビ
ルディングやコミュニケーション能力などを育成し
つつ、自己探究も促しています。学生リーダーは２
年次にも研修を受けるほか、各種イベントに参加し、
他の学生がより能動的に学ぶ後押しを行っています。

〈表紙写真〉

学内外の各種活動を牽引する
「学生リーダー」を育成� （大東文化大学）



　自ら求めなくても、物や仕組みがすべて整った環境で過ごす機会が多いから
こそ、学生にはもっと能動的になってほしい、自ら学びとる気概を育んでほし
い─そうした思いから、大東文化大学ではいくつもの取り組みを行ってお
り、それを統括するコンセプトが「Daito Education + PLUS」である。正課で
専門領域の知識や一般教養を修得するのに加えて、学内外におけるイベント運
営やボランティア活動など全てを学びの場として活用する。学生の自主的な活
動を促し、課題解決能力やリーダーシップ
を育もうという試みだ。
　取り組みを牽引するのは、研修を受けた

「学生リーダー」。学内外のさまざまな活動
に参加し、それぞれのプロジェクトを活性
化している。
　私たちが育てているのは、「社会で飛躍す
る大東人」。高い専門性とコミュニケーショ
ン能力、課題解決能力などを備えた大東人
を、世に送り出すことが本学の使命である。

目指すのは「学生がつくる大学」。
「Daito Education ＋ PLUS」で主体性を育む。

東松山キャンパス板橋キャンパス

大 学 点 描

2018年、創立95周年



東
松
山 

キ
ャ
ン
パス

広大な自然に囲まれた、
進化する郊外型キャンパス。

１
・
２
年
次 

文
学
部
、経
済
学
部
、外
国
語
学
部
、法
学
部
、経
営
学
部
、社
会
学
部

１
～
４
年
次 

国
際
関
係
学
部
、ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
科
学
部

HIGASHIMATSUYAMA CAMPUS



板
　
橋 

キ
ャ
ン
パス

環境対応・循環型システムを
誇る都市型キャンパス。

３
・
４
年
次 

文
学
部
、経
済
学
部
、外
国
語
学
部
、法
学
部
、経
営
学
部
、社
会
学
部

ITABASHI CAMPUS





　

大
東
文
化
大
学
は
、
２
０
１
８
年
９
月
に
95
周
年
を
迎

え
る
。
東
京
都
板
橋
区
と
埼
玉
県
東
松
山
市
に
キ
ャ
ン
パ

ス
を
持
ち
、
８
学
部
８
研
究
科
を
有
す
る
総
合
大
学
で
あ

る
が
、
２
０
１
８
年
４
月
に
は
新
た
に
文
学
部
歴
史
文
化

学
科
、
ス
ポ
ー
ツ・

健
康
科
学
部
看
護
学
科
、
社
会
学
部

社
会
学
科
の
３
学
科
が
開
設
さ
れ
る
。

　

な
お
、
現
在
、
学
生
の
主
体
的
な
活
動
を
促
し
、
課
題

解
決
能
力
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
育
成
に
力
を
注
い
で
お

り
、「
学
生
が
つ
く
る
大
学
」
を
目
指
し
て
い
る
。

「
学
生
が
つ
く
る
大
学
」
を

目
指
し
て

門
脇 

廣
文
●
大
東
文
化
大
学
学
長
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
本
私
立
大
学
連
盟
会
員
法
人
な
ら
び
に
加
盟
大
学
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展

と
、
関
係
各
位
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

少
子
高
齢
社
会
の
進
展
に
よ
り
、
２
０
６
０
年
に
は
わ
が
国
の
生
産
年
齢
人
口
は
現
在
の
半
分
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、「
２
０
１
１
年
に
小
学
校
に
入
学
し
た
子
ど
も
た
ち
の
65
％
は
、
大
学
卒
業
後
、
い
ま
は
存
在
し
て
い
な
い

職
業
に
就
く
」「
今
後
10
～
20
年
程
度
で
、
約
47
％
の
仕
事
が
自
動
化
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
」
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、

急
速
か
つ
大
規
模
に
変
化
し
続
け
、
将
来
予
測
が
ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

明
る
い
日
本
の
未
来
を
築
い
て
い
く
に
は
、
国
民
一
人
一
人
の
労
働
生
産
性
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ

れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
、
学
歴
と
生
涯
賃
金
の
間
に
は
強
い
相
関
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
高
等
教
育
に
対
す
る
公
財

政
支
出
は
わ
が
国
の
経
済・

社
会
的
発
展
に
も
た
ら
す
効
果
が
大
き
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
若
者
が
高
等
教
育
を
通
じ
て
そ
の
能
力
を
大
き
く
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
わ
が
国
の
生
産
力
を
向

上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
全
て
の
国
民
の
知
的
水
準
を
底
上
げ
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
少
子
化
を
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、

家
計
の
教
育
費
負
担
を
軽
減
し
、
経
済
格
差
と
教
育
格
差
の
悪
循
環
を
打
破
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら

の
課
題
に
国
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

鎌
田 

薫
●
本
連
盟
会
長・

早
稲
田
大
学
総
長

「
私
立
大
学
の
独
立
性
と
多
様
性
を
保
証
す
る
」
た
め
に

2 0 1 8
年頭所感
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「
全
て
の
国
民
の
知
的
水
準
の
底
上
げ
」
と
い
う
面
に
お
い
て
、
学
部
学
生
の
約
８
割
を
擁
し
て
い
る
私
立
大
学
の
役
割
は
重

要
で
す
。
私
立
大
学
は
、
こ
れ
ま
で
、
限
ら
れ
た
公
的
支
援
の
下
で
、
自
ら
の
経
営
努
力
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
先
進
的
な

学
問
分
野
に
挑
戦
し
、
高
等
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
地
方
人
材
の
育
成
、
地
域
産
業
の
発
展
な
ど
に
大
き
く
寄
与
し
、
第
四

次
産
業
革
命
の
技
術
革
新
やSociety 5.0 

の
実
現
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

国
は
高
等
教
育
の
機
会
均
等
の
実
現
に
向
け
て
、
教
育
へ
の
安
定
的
な
財
源
の
確
保
と
教
育
費
負
担
の
軽
減
に
関
す
る
議
論

を
よ
う
や
く
本
格
化
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
議
論
に
は
、
私
立
大
学
の
経
常
的
な
経
費
に
対
す
る
公
的
補
助
の
充
実
を
図
り
、

学
生
納
付
金
に
関
す
る
国
私
間
格
差
を
縮
小
さ
せ
た
上
で
、
設
置
形
態
に
関
係
な
く
、
学
生
一
人
一
人
の
能
力
と
経
済
状
況
に

応
じ
た
き
め
細
か
い
支
援
体
制
を
構
築
す
る
と
い
う
視
点
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
国
私
間
の
格
差
の
問
題
を
解
決
せ
ず 

に
、
高
等
教
育
の
無
償
化
や
家
計
負
担
の
軽
減
を
議
論
す
る
と
、
国
私
間
格
差
と
納
税
者
間
の
不
平
等
を
固
定
化
さ
せ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

国
立
大
学
と
、
自
主
性・

自
律
性
を
存
立
の
基
盤
と
す
る
私
立
大
学
と
で
は
、
公
財
政
支
出
の
基
本
理
念
に
一
定
の
違
い
が

あ
る
こ
と
を
認
め
る
と
し
て
も
、
全
て
の
国
民
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
や
、
私
立
大
学
に

対
す
る
公
財
政
支
出
が
も
た
ら
す
経
済
的・
社
会
的
効
果
の
大
き
さ
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
現
状
の
不
公
平
で
不
合
理
な
格
差

を
容
認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

本
連
盟
は
、「
建
学
の
精
神
に
基
づ
く
各
会
員
大
学
の
独
自
性
と
私
立
大
学
の
多
様
性
を
保
証
し
、
人
類
の
未
来
に
貢
献
す
る

人
間
を
育
成
す
る
た
め
の
基
盤
強
化
に
資
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
８
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

こ
の
設
立
の
趣
旨
を
再
確
認
し
、
本
連
盟
の
高
等
教
育
政
策
に
期
待
さ
れ
る
役
割
の
大
き
さ
を
改
め
て
痛
感
し
て
い
ま
す
。
日

本
私
立
大
学
連
盟
加
盟
大
学
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
関
係
各
位
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
重
ね
て
祈
念
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

よ
り
一
層
の
連
盟
へ
の
ご
協
力・

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

11 大学時報　2018.1



は
じ
め
に
―
人
口
減
少
社
会
へ
の
危
惧

　

か
ね
て
「
２
０
１
８
年
問
題
」
と
騒
が
れ
、
18
歳
人
口
が

横
ば
い
状
況
か
ら
ひ
た
す
ら
減
少
に
向
か
う
と
推
計
さ
れ
た

年
を
迎
え
た
。
わ
が
国
の
少
子
化
、
人
口
減
少
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
対
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な

い
。
厚
生
労
働
省
は
２
０
１
７
年
６
月
、
２
０
１
６
年
の
わ

が
国
の
出
生
数
が
、
統
計
を
取
り
始
め
て
以
来
初
め
て
１
０

０
万
人
を
割
り
、
97
万
６
９
７
９
人
で
あ
っ
た
と
発
表
。
さ

ら
に
２
０
１
７
年
12
月
、
２
０
１
７
年
の
出
生
数
は
前
年
よ

り
も
さ
ら
に
少
な
い
94
万
１
０
０
０
人
と
の
推
定
数
を
明
ら

か
に
し
た
。
２
年
連
続
し
て
１
０
０
万
人
を
割
り
、
深
刻
さ

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
と
し
、
少
子
化
が
極
め
て
危
険
な
ス

ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い
る
と
し
た
。

　

１
８
６
７
（
明
治
元
）
年
に
わ
が
国
の
人
口
は
約
３
３
０

０
万
人
で
あ
っ
た
が
、
以
後
近
代
国
家
と
し
て
の
発
展
と
と

も
に
増
え
続
け
、
戦
後
、
第
一
次・

第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム

を
経
て
、
明
治
初
年
頃
の
約
４
倍
に
増
加
し
た
が
、
２
０
０

８
年
頃
か
ら
人
口
減
少
に
転
じ
た
と
い
わ
れ
る
。
合
計
特
殊

出
生
率
は
１
９
７
４
年
以
降
、
人
口
が
維
持
で
き
る
水
準
で

あ
る
人
口
置
換
水
準
（
２・

０
７
）
を
下
回
り
続
け
、
そ
の

低
下
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。
結
婚・

出
産

適
齢
期
と
さ
れ
る
20
歳
か
ら
34
歳
の
者
の
未
婚
率
は
年
々
上

昇
し
、
２
０
０
０
年
に
男
性
68・

２
％
、
女
性
55・

５
％
に

達
し
て
い
る
と
い
う
。
未
婚
率
を
減
ら
し
婚
姻
率
を
上
げ
、

将
来
不
安
を
軽
減
す
る
た
め
の
諸
施
策
、
子
ど
も
を
産
み
育

て
る
環
境
を
整
え
る
「
仕
事
と
育
児
の
両
立
」
支
援
策
な
ど

が
実
施
さ
れ
て
、
久
し
い
。
し
か
し
、
い
ま
や
減
少
傾
向
は

既
に
か
な
り
の
部
分
で
確
定
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
の

人
口
は
今
後
減
少
の
一
途
を
た
ど
る
と
さ
れ
て
い
る
。

清
水 

潔
●
皇
學
館
大
学
長

人
口
減
少
（
少
子
化
）
社
会
と
大
学
の
将
来
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歴
史
上
、
戦
争
や
飢
饉
、
疫
病
の
大
流
行
、
異
常
気
象
や

地
殻
変
動
を
伴
う
よ
う
な
大
災
害
な
ど
に
よ
っ
て
一
時
的
に

人
口
が
減
少
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
長
期
に
わ
た
っ
て
構

造
的
に
人
口
が
大
幅
に
減
り
続
け
る
と
い
う
今
日
の
情
況
は
、

前
例
を
み
な
い
。
江
戸
時
代
前
期
に
は
人
口
が
爆
発
的
に
増

加
し
た
が
、
後
期
に
入
り
、
享
保・

天
明・

天
保
の
改
革
が

行
わ
れ
た
頃
は
人
口
停
滞
期
に
転
じ
、
10
～
20
年
タ
ー
ム
で

人
口
減
少
が
み
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
、
主
に
こ
の
時
期

が
世
界
的
な
寒
冷
期
に
あ
た
り
、
大
飢
饉・

飢
餓
が
続
き
、

出
産
制
限
な
ど
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
今
日
の

よ
う
な
構
造
的
か
つ
継
続
的
な
人
口
減
少
の
先
例
に
は
相
当

し
な
い
。
い
ま
は
ま
さ
に
先
例
な
き
極
め
て
困
難
な
課
題
に

直
面
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
人
口
減
少
が
こ
の
ま
ま
続

け
ば
、
日
本
と
日
本
文
明
が
確
実
に
衰
退
に
向
か
う
こ
と
は

避
け
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

１　
通
商
国
家
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
衰
亡
の
教
訓

　

か
つ
て
海
洋
小
島
国
で
あ
っ
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
、
東
西

二
つ
の
勢
力
の
中
間
に
位
置
す
る
立
場
を
巧
み
に
利
用
し
な

が
ら
、
地
中
海
世
界
に
お
け
る
海
洋
国
家
と
し
て
発
展
し
、

13
～
16
世
紀
に
か
け
て
、
海
上
交
易
を
中
心
と
し
て
約
３
０

０
年
に
わ
た
り
繁
栄
し
た
こ
と
で
著
名
で
あ
る
。
そ
の
自
由

で
寛
容
な
精
神
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
文
明
の
形
成
に
影
響
を

与
え
、
近
代
商
業
の
基
礎
と
な
っ
た
制
度
の
ほ
と
ん
ど
は
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
の
貴
族
た
ち
は
、
よ
く
働
き
、
つ
つ
ま
し
や
か
に
暮
ら
し
、

勤
倹
な
生
活
を
送
る
こ
と
を
よ
し
と
し
、
自
制
の
精
神
を
美

徳
と
し
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
１
５
７
０
年
か
ら
３
年
に

わ
た
っ
て
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
戦
い
、
そ
の
結
果
キ
プ
ロ
ス
を

失
い
、
や
が
て
オ
ラ
ン
ダ
や
英
国
が
地
中
海
に
現
れ
始
め
る

と
、
貴
族
の
生
き
方
に
変
化
が
生
じ
る
。
貿
易
に
従
事
せ
ず
、

自
力
で
国
家
を
護
る
気
概
を
失
い
、
発
展
よ
り
も
安
全
を
求

め
、
過
去
の
蓄
積
に
よ
っ
て
生
活
を
享
受
し
よ
う
と
す
る
消

極
的
な
生
活
態
度
と
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。

　

そ
の
結
果
、
結
婚
し
な
い
貴
族
の
男
子
が
増
え
る
こ
と
と

な
る
。
そ
の
比
率
は
、
適
齢
期
の
男
子
で
結
婚
し
な
い
人
が
、

17
世
紀
に
は
60
％
に
な
り
、
18
世
紀
に
は
66
％
に
上
昇
し
、

し
か
も
結
婚
し
た
も
の
の
う
ち
40
％
は
子
ど
も
を
作
ら
な
い

か
、
作
っ
て
も
１
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
経
済
発
展
が
止

ま
り
、
生
活
水
準
を
維
持
し
た
い
と
い
う
個
人
主
義
的
気
持

ち
か
ら
、
子
孫
を
増
や
し
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た

た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
共
和
国
の
滅
亡
を
早
め
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る
原
因
と
な
っ
た
。

　

適
齢
期
の
未
婚
率
66
％
と
い
う
数
字
は
、
調
査
範
囲
や
正

確
さ
な
ど
に
考
慮
す
べ
き
点
は
残
る
も
の
の
、
そ
の
数
値
が

示
す
問
題
は
今
日
の
日
本
の
情
況
と
近
似
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
同
じ
海
洋
通
商
国
家
で
あ
る
日
本
に
と
っ
て
、
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
衰
亡
の
原
因
は
、
歴
史
の
教
訓
と
し
て
記

憶
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

わ
が
国
の
人
口
減
少
問
題
に
曙
光
が
射
す
日
の
た
め
に
、

若
者
や
社
会
人
の
人
生
観
や
価
値
観
の
形
成
に
お
い
て
、
高

等
教
育
機
関
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
決
し
て
少
な
く
な
い
と

思
わ
れ
る
。

２　
少
子
化
と
地
方
大
学
の
役
割

　

現
在
進
行
し
て
い
る
少
子
高
齢
化
は
、
特
に
地
方
に
顕
在

す
る
。
首
都
圏
（
東
京
都
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
神
奈
川
県
）

を
除
く
地
域
に
お
い
て
、
若
者
と
出
生
数
の
大
幅
な
減
少
が

続
い
て
お
り
、
２
０
０
０
～
２
０
１
５
年
の
15
年
間
に
、
若

者
（
15
～
29
歳
）
の
人
口
は
、
約
３
割
減
少
（
１
８
３
１
万

人
か
ら
１
２
９
９
万
人
へ
５
３
２
万
人
減
少
）
し
、
出
生
数

は
約
２
割
減
少
（
89
万
人
か
ら
72
万
人
へ
17
万
人
減
少
）
し

た
と
さ
れ
る
。
首
都
圏
と
り
わ
け
東
京
に
、
ま
す
ま
す
人
と

物
と
金
が
集
中
し
、
地
方
の
疲
弊
、
過
疎
、
衰
退
が
進
行
す

る
と
い
う
構
図
で
あ
る
。
や
が
て
東
京
も
減
少
期
に
入
る
が
、

そ
れ
は
し
ば
ら
く
先
の
こ
と
で
あ
る
。

　

皇
學
館
大
学
が
立
地
す
る
伊
勢
志
摩
圏
域
は
、
三
重
県
内

で
少
子
高
齢
化
に
よ
る
衰
退
が
最
も
進
行
し
て
い
る
地
域
の

一
つ
で
あ
り
、
地
域
の
定
住
機
能
の
新
た
な
あ
り
方
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
地
（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業
（
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事

業
）
と
し
て
２
０
１
４
年
度
に
申
請
し
採
択
さ
れ
た
、
本
学

の
「
伊
勢
志
摩
定
住
自
立
圏
共
生
学
」
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

如
上
の
問
題
意
識
の
下
に
、
圏
域
の
自
治
体・

産
業
界
と
連

携
協
定
し
、
地
域
社
会
の
活
性
化
を
学
生
の
成
長
に
連
動
さ

せ
て
、
地
域
の
定
住
機
能
の
新
た
な
あ
り
方
を
自
ら
の
課
題

と
し
て
捉
え
、
行
動
で
き
る
ア
ク
テ
ィ
ブ・

シ
チ
ズ
ン
の
育

成
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
作
り
と
教
育
実
践
を
通
し
て
、
大
学
教
育
の
質
的
転
換
お

よ
び
地
域
課
題
研
究
体
制
の
構
築
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、「
伊
勢
志
摩
共
生
学
」（
圏
域
の
歴
史

と
現
況
を
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
学
ぶ
。
必
修
２
単
位
、
１

年
次
）、
伊
勢
志
摩
圏
域
の
３
市
５
町
が
参
画
す
る
「
定
住
自

立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
課
題
を
踏
ま
え
た
総
合
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
伊
勢
志
摩
定
住
自
立
圏
共
生
学
」（
圏
域
の
歴
史
文
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化
観
光
資
源・

定
住
自
然
環
境
資
源
の
現
況
理
解
と
活
用・

情
報
発
信
な
ど
の
課
題
解
決
を
学
ぶ
科
目
、
圏
域
の
産
業
経

済
の
現
況
と
人
材
育
成
や
雇
用
環
境
の
問
題
解
決
を
学
ぶ
科

目
、
一・

二・

三
次
産
業
基
本
論
お
よ
び
六
次
産
業
化
実
践

論
（
実
践
例
と
実
践
方
法
）
を
学
ぶ
科
目
か
ら
な
る
。
４
科

目
、
各
２
単
位
、
２
年
次
）、「
伊
勢
志
摩
共
生
学
実
習
（
地

域
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
Ａ
～
Ｄ
」（
圏
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
て
、
定
住
自
立
の
た
め
の
歴
史
文
化
観
光
資
源
、
自
然
環

境
定
住
資
源
、
地
域
経
済・
産
業
、
地
域
福
祉・

教
育
資
源

の
４
領
域
か
ら
な
る
資
源
の
実
態
を
自
治
体
職
員
や
住
民
と

共
に
学
び
、
地
域
社
会
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
経
験
す
る
、

各
１
単
位
、
３
年
次
）、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
Ⅰ・

Ⅱ
」（
学

生
各
自
の
専
門
領
域
と
圏
域
の
課
題
を
結
び
付
け
た
卒
業
研

究
、
４
単
位
×
２
、
３・

４
年
次
）
か
ら
な
り
、
地
域
へ
広

が
る
体
系
的
な
学
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
課
外
活
動
Ｃ
Ｌ
Ｌ
（Com

m
unity Learning 

Labo

）
を
配
し
、
地
域
で
活
動
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
人・

企
業・

行
政
団
体・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
の
対
話
、
連
携
、
協
働
体
験
を

通
じ
て
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
法
を
学
び
、

少
子
高
齢
化・

若
者
人
口
減
な
ど
か
ら
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
理
解
し
、
そ
の
課
題
解
決
活
動
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
、
地
域
課
題
学
修
支
援
室
を
中
心
と
し
て
全
学
的

な
教
育
支
援
を
行
い
、
卒
業
時
に
「
地
域
貢
献
活
動
時
間
証

明
書
」
を
発
行
す
る
。

　

こ
の
学
び
全
体
を
支
え
る
の
は
、
学
長
を
本
部
長
と
す
る

大
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
実
施
本
部
（
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
、
地
域
連
携

支
援
室
、
地
域
課
題
学
修
支
援
室
、
Ｃ
Ｌ
Ｌ
拠
点
）
で
あ
り
、

「
伊
勢
志
摩
定
住
自
立
圏
共
生
学
」
運
営
会
議
が
計
画・

推
進

し
て
い
る
。
幸
い
な
こ
と
に
、
毎
年
、
高
い
外
部
評
価
を
得

て
い
る
。（
以
上
、
本
学
「
地
（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業
」
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「『
伊
勢
志
摩
定
住
自
立
圏
共
生
学
』
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
る
人
材
育
成
」
参
照
）

　

学
生
が
地
域
と
関
わ
り
、
地
域
か
ら
学
び
、
課
題
意
識
が

芽
生
え
、
行
動
に
移
し
て
喜
び
や
や
り
が
い
を
感
じ
、
自
ら

の
志
が
定
ま
っ
て
く
る
と
、
そ
れ
が
学
生
の
目
や
姿
勢
に
現

れ
て
く
る
。
実
質
的
に
授
業
を
開
始
し
た
２
０
１
５
年
か
ら

３
年
を
経
て
、
最
終
年
度
の
２
０
１
８
年
は
学
生
各
自
の
専

門
領
域
と
圏
域
の
課
題
を
結
び
付
け
て
卒
業
研
究
を
行
う
が
、

地
域
再
生
課
題
の
取
り
組
み
中
に
養
わ
れ
た
「
考
え
抜
く
力
」

が
ど
れ
ほ
ど
卒
業
研
究
に
反
映
さ
れ
る
か
、
楽
し
み
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
学
び
に
よ
っ
て
育
成
さ
れ
た
地
方
創
生
マ
イ
ン

ド
（
教
養・
視
野
の
広
さ
）、
問
題
発
見・

解
析・

構
成
力
、
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情
報
収
集
力
、
評
価
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
実
行

力
、
課
題
解
決
力
な
ど
は
、
卒
業
後
、
社
会
人
と
し
て
必
ず

生
か
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
公
共
公
益

の
た
め
に
献
身
す
る
こ
と
を
通
し
て
人
生
観
や
価
値
観
が
磨

か
れ
、
社
会
性
や
倫
理
観・

道
徳
心
も
向
上
す
る
に
違
い
な

い
。
高
い
知
力
も
能
力
も
、
徳
性
の
裏
付
け
が
あ
っ
て
は
じ

め
て
価
値
を
発
揮
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
代
表
的
日
本
人
と
し
て
世
界
に
紹
介
さ
れ
た

高
い
精
神
性
を
備
え
た
人
物
は
、
地
方
に
お
い
て
、
村
を
起

こ
し
藩
を
立
て
直
し
、
地
方
を
再
生
し
た
人
物
で
あ
り
、
教

育
者
で
あ
り
、
宗
教
家
で
あ
っ
た
。
共
通
し
て
い
る
の
は
、

求
道
者
と
し
て
信
じ
る
道
を
真
っ
す
ぐ
に
突
き
進
む
厳
し
さ

と
激
し
さ
、
誠
実
さ
を
兼
ね
備
え
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

３　
地（
知
）の
特
性
を
生
か
す
―
本
学
の
歩
み

　

本
学
は
、
１
８
８
２
（
明
治
15
）
年
に
神
宮
祭
主
久
邇
宮

朝
彦
親
王
の
令
達
に
よ
っ
て
、
神
宮
の
学
問
所
で
あ
る
林
崎

文
庫
に
「
皇
學
館
」
が
開
設
さ
れ
た
の
を
源
流
と
す
る
。
開

学
の
前
後
は
、「
文
明
開
化
」
の
名
の
下
に
近
代
国
家
へ
の
発

展
を
急
ぎ
、
急
激
な
欧
化
主
義
に
走
り
、
わ
が
国
固
有
の
文

化
を
顧
み
な
い
傾
向
が
顕
著
に
現
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
そ

の
反
省
か
ら
、
日
本
古
来
の
精
神
文
化
と
主
体
性
を
取
り
戻

す
学
問
教
育
を
行
う
た
め
に
創
立
さ
れ
た
の
が
、
本
学
で
あ

る
。
１
９
０
０
年
に
神
宮
祭
主
で
皇
學
館
総
裁
で
あ
っ
た
賀

陽
宮
邦
憲
王
か
ら
賜
っ
た
令
旨
に
は
「
神
宮
皇
學
館
教
育
ノ

旨
趣
ハ
、
皇
国
ノ
道
義
ヲ
講
ジ
、
皇
国
ノ
文
学
ヲ
修
メ
、
之

ヲ
実
際
ニ
運
用
セ
シ
メ
、
以
テ
倫
常
ヲ
厚
ウ
シ
、
文
明
ヲ
補

ハ
ン
ト
ス
ル
ニ
在
リ
。」
と
あ
る
。「
わ
が
国
の
歴
史
と
伝
統

に
根
ざ
し
た
道
義
と
学
問
を
学
び
、
日
本
人
と
し
て
正
し
い

自
覚
を
確
立
し
、
そ
の
精
神
を
も
っ
て
実
社
会
で
の
運
用
に

つ
と
め
、
広
く
世
界
の
進
運
に
目
を
開
き
、
文
明
の
足
ら
ざ

る
と
こ
ろ
を
補
う
」
と
、
神
宮
皇
學
館
教
育
の
目
指
す
と
こ

ろ
を
明
瞭
に
せ
ら
れ
た
。
こ
の
令
旨
を
建
学
の
精
神
と
仰
ぎ
、

一
貫
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

１
９
０
３
年
に
は
内
務
省
所
管
の
官
立
専
門
学
校
と
な
り
、

１
９
４
０
年
に
は
文
部
省
管
轄
の
官
立
大
学
へ
と
発
展
し
、

日
本
古
来
の
古
典
学
や
国
史
学・

国
文
学
を
研
究
す
る
国
の

中
心
機
関
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
１
９
４
６
年
、
占

領
軍
の
神
道
指
令
に
よ
り
、
公
の
機
関
に
お
い
て
神
道
を
講

ず
る
こ
と
が
許
さ
れ
ず
、
廃
学
の
已
む
な
き
に
至
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
悲
運
を
乗
り
越
え
、
卒
業
生
の
母
校
再
興
へ
の

強
い
思
い
と
戦
後
の
国
民
思
想
の
混
迷
を
憂
慮
す
る
識
者
の
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後
援
に
よ
っ
て
、
１
９
６
２
年
に
私
立
皇
學
館
大
学
と
し
て

再
興
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

現
在
は
、
文
学
部・

教
育
学
部・

現
代
日
本
社
会
学
部
の

３
学
部
６
学
科
、
大
学
院
２
研
究
科
、
神
道
博
物
館
、
神
道

研
究
所
、
史
料
編
纂
所
を
束
ね
る
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

か
ら
な
る
。

　

２
０
１
６
年
、
第
42
回
主
要
国
首
脳
会
議
（
Ｇ
７
伊
勢
志

摩
サ
ミ
ッ
ト
）
が
伊
勢
志
摩
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
の

は
、
こ
の
地
が
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
、
日
本
の
精
神
文
化

の
源
泉
の
地
で
あ
る
こ
と
が
最
大
の
理
由
で
あ
っ
た
。
そ
の

地
の
唯
一
の
大
学
と
し
て
、
し
か
も
伊
勢
神
宮
の
教
学
機
関

か
ら
出
発
し
た
大
学
と
し
て
、
本
学
は
創
立
以
来
ひ
た
す
ら

最
も
古
く
て
最
も
新
し
い
皇
学・

日
本
学
の
拠
点
た
る
べ
く

努
力
を
重
ね
て
き
た
。
時
代
の
要
請
に
対
応
し
た
若
干
の
改

組
改
編
は
あ
り
得
る
と
し
て
も
、
基
本
的
な
教
学
体
制
に
変

更
が
な
い
こ
と
は
、
２
０
１
７
年
11
月
の
学
内
に
お
け
る
将

来
構
想
委
員
会
の
答
申
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

む
し
ろ
、
今
後
求
め
ら
れ
る
の
は
、
少
子
化
の
進
行
と
も

関
連
し
て
、
学
部
教
育
の
質
の
保
証
と
向
上
で
あ
り
、
国
際

化
推
進・

グ
ロ
ー
バ
ル
化
対
応
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
強
く

意
識
し
て
、
２
０
１
４
年
に
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
１
４
０
「
中
期

行
動
計
画
」
を
作
成
し
、
１
０
０
項
目
か
ら
な
る
具
体
策
を

実
行・

点
検・

改
善
し
て
３
年
目
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｒ
室
の
調
査
に
よ
っ
て
、
こ
の
５
年
間
に
学
生
の
成
長
実

感
度
、
卒
業
満
足
度
は
約
10
％
、
就
職
満
足
度
は
20
％
向
上

し
、
図
書
館
入
館
者
数
は
70
％
増
と
な
っ
て
い
る
。

　

改
善
に
向
け
た
努
力
が
実
を
結
び
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で 

あ
る
。お

わ
り
に

　

地
方
文
系
大
学
の
苦
戦
が
報
じ
ら
れ
る
な
か
、
本
学
は
今

後
も
、「
稽
古
照
今
（
古
を
稽
え
、
今
に
照
ら
す
）」（
古
事
記

序
文
）
と
「
元
元
本
本
（
元は

じ
めを
元
と
し
、
本も

と

を
本
と
す
）」

（
倭
姫
命
世
記
）
を
精
神
的
指
標
と
し
て
前
進
し
て
い
こ
う
と

思
う
。
本
学
は
国
家
と
運
命
を
共
に
し
、
敗
戦
廃
学
か
ら
甦
っ

た
大
学
で
あ
る
。
先
学
の
叡
智
に
学
び
、
時
流
に
流
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
建
学
の
精
神
に
示
さ
れ
た
本
学
の
使
命
を
全
う

す
る
た
め
、
伝
統
的
学
風
を
継
承
し
、
皇
学・

日
本
学
の
拠

点
と
し
て
、ま
た
地
（
知
）
の
拠
点
と
し
て
、教
職
員
一
丸
と

な
っ
て
研
鑽
に
励
む
の
み
で
あ
る
。
自
ら
の
個
性
を
堅
持
し
、

特
性
を
生
か
し
切
る
先
に
、
道
は
拓
け
る
と
信
じ
て
い
る
。
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